
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要
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（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 662

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載し

てください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してくだ

本地区は中央に北上川が縦断して流れ、両岸の平坦地帯は基盤整備済みの団地性を備えた地域である。

若い担い手を中心とした小規模経営体が多く、将来経営規模の拡大を期待できるが、若い担い手を中心

的経営体に位置付け、農地集積集約する計画にまで至っていない。未整備農地や山間地と平場の農地交

換を検討するなど若い担い手が営農しやすい環境づくりが必要である。また、地区で取り組む高収益作

物を特産品として販売できるように販路の構築も必要である。

地域計画に位置付けられた中心的担い手が計画通りに農地を取得できるように地権者との間で事前合意

（農地賃貸借予約契約の締結等）を交わし、計画的に農地の集積集約を進める。中心的担い手は、農地

集積集約計画の透明性を向上することで、資金を農業機械設備に投資し、生産効率の上昇や高収益作物

への転換につなげる。また、中心経営体の事業計画の透明性向上も同時に行えるよう農協又は自治体の

農政部門が高収益作物へ取り組むための情報提供や相談窓口の設置等で営農を支援する。

区域内の農用地等面積 800

地域名

（地域内農業集落名）

登米地区

（羽沢・北沢・入谷・峯畑・五郎峯・中通・宿小川・上町・蛭沢・舘山・日野渡・

岡谷地・我津郷・新町・桜小路・鉄東・鉄西・八丁田・小島・東針田・西針田・下

り松）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和6年1月19日

（第２回）

市町村名

(市町村コード)

登米市

(04212)


